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３

法
第
十
条
の
五
の
四
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
控
除
を
す
べ
き
金
額
は
、
そ
の
年
分
の
所
得
税
法
第
九
十
二
条
第

二
項
に
規
定
す
る
課
税
総
所
得
金
額
に
係
る
所
得
税
額
か
ら
控
除
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
所
得
税
額

か
ら
控
除
を
す
べ
き
同
条
第
三
項
に
規
定
す
る
配
当
控
除
の
額
が
あ
る
と
き
は
、
ま
ず
当
該
配
当
控
除
の
額
を
控

除
し
、
次
に
法
第
十
条
の
五
の
四
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
控
除
を
す
べ
き
金
額
を
控
除
す
る
。

４

第
二
項
の
規
定
は
、
法
第
十
条
の
五
の
四
第
二
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
計
算
し
た
金
額

に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
二
項
中
「
同
項
の
個
人
」
と
あ
る
の
は
「
同
条
第
二
項
に
規
定

す
る
中
小
事
業
者
」
と
、
同
項
各
号
中
「
当
該
個
人
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
中
小
事
業
者
」
と
読
み
替
え
る
も
の

と
す
る
。

第
五
条
の
六
の
四
第
五
項
及
び
第
六
項
中
「
第
十
条
の
五
の
四
第
二
項
第
一
号
」
を
「
第
十
条
の
五
の
四
第
三
項

第
一
号
」
に
改
め
、
同
条
第
七
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

７

法
第
十
条
の
五
の
四
第
三
項
第
四
号
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
計
算
し
た
金
額
は
、
同
号
の

適
用
年
の
前
年
分
の
事
業
所
得
の
金
額
の
計
算
上
必
要
経
費
に
算
入
さ
れ
る
国
内
雇
用
者
（
同
項
第
一
号
に
規
定

す
る
国
内
雇
用
者
を
い
う
。
次
項
、
第
十
項
及
び
第
十
五
項
に
お
い
て
同
じ
。）に
対
す
る
給
与
等
（
同
条
第
三
項

第
二
号
に
規
定
す
る
給
与
等
を
い
う
。
次
項
及
び
第
十
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
支
給
額
（
同
条
第
三
項
第
三
号
に

規
定
す
る
支
給
額
を
い
う
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。）に
十
二
を
乗
じ
て
こ
れ
を
当
該
適
用
年
の
前
年
に
お
い
て
事

業
を
営
ん
で
い
た
期
間
の
月
数
で
除
し
て
計
算
し
た
金
額
と
す
る
。

第
五
条
の
六
の
四
第
八
項
及
び
第
九
項
を
削
り
、
同
条
第
十
項
中
「
第
十
条
の
五
の
四
第
一
項
」
の
下
に
「
又
は

第
二
項
」
を
加
え
、「
適
用
年
に
お
け
る
」
を
「
そ
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
年
（
以
下
こ
の
項
、
第
十
項
及
び
第

十
二
項
に
お
い
て
「
適
用
年
」
と
い
う
。）の
」
に
、「
同
条
第
二
項
第
六
号
」
を
「
同
条
第
三
項
第
四
号
」
に
、「
計
算

に
」
を
「
計
算
に
お
け
る
同
号
の
給
与
等
の
支
給
額
（
当
該
適
用
年
に
お
い
て
事
業
を
営
ん
で
い
た
期
間
の
月
数
と

当
該
適
用
年
の
前
年
に
お
い
て
事
業
を
営
ん
で
い
た
期
間
の
月
数
と
が
異
な
る
場
合
に
は
、
前
項
の
給
与
等
の
支
給

額
）
に
」
に
、「
規
定
す
る
調
整
対
象
前
年
」
を
「
規
定
す
る
調
整
対
象
年
」
に
、「
給
与
等
支
給
額
は
」
を
「
給
与
等

支
給
額
（
当
該
個
人
の
そ
の
年
分
の
事
業
所
得
の
金
額
の
計
算
上
必
要
経
費
に
算
入
さ
れ
る
国
内
雇
用
者
に
対
す
る

給
与
等
の
支
給
額
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）は
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
承
継
事
業
を
相
続
」

を
「
法
第
十
条
の
五
の
四
第
一
項
又
は
第
二
項
に
規
定
す
る
事
業
所
得
を
生
ず
べ
き
事
業
（
以
下
こ
の
項
及
び
第
十

七
項
に
お
い
て
「
承
継
事
業
」
と
い
う
。）を
相
続
（
包
括
遺
贈
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
及
び
第
十
七
項
に
お
い
て
同

じ
。）」
に
改
め
、「（
第
三
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
す
る
場
合
を
除
く
。）」
を
削
り
、「「
調
整
対
象
前
年
」
を「「
調
整

対
象
年
」
に
、「
次
に
掲
げ
る
金
額
を
合
計
し
た
金
額
と
す
る
」
を
「
当
該
個
人
の
当
該
調
整
対
象
年
に
係
る
給
与
等

支
給
額
に
、
当
該
個
人
の
当
該
調
整
対
象
年
に
お
い
て
事
業
を
営
ん
で
い
た
月
に
係
る
被
相
続
人
（
包
括
遺
贈
者
を

含
む
。
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
月
別
給
与
等
支
給
額
を
合
計
し
た
金
額
に
当
該
個
人
が
当
該
承

継
事
業
を
承
継
し
た
日
か
ら
当
該
適
用
年
の
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
期
間
の
月
数
を
乗
じ
て
こ
れ
を
十
二
で
除
し

て
計
算
し
た
金
額
を
加
算
す
る
」
に
改
め
、
同
号
イ
及
び
ロ
を
削
り
、
同
項
第
二
号
中「「
調
整
対
象
前
年
」
を「「
調

整
対
象
年
」
に
、「
場
合（
第
四
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
す
る
場
合
を
除
く
。）
当
該
個
人
の
当
該
調
整
対
象
前
年
」

を
「
場
合

当
該
個
人
の
当
該
調
整
対
象
年
」
に
、「
次
に
掲
げ
る
金
額
を
合
計
し
た
金
額
と
す
る
」
を
「
当
該
個
人

の
当
該
調
整
対
象
年
に
係
る
給
与
等
支
給
額
に
当
該
個
人
の
当
該
調
整
対
象
年
に
お
い
て
事
業
を
営
ん
で
い
た
月

（
当
該
承
継
事
業
を
承
継
し
た
日
の
属
す
る
月
以
後
の
月
を
除
く
。）に
係
る
被
相
続
人
の
月
別
給
与
等
支
給
額
を
合

計
し
た
金
額
を
加
算
す
る
」
に
改
め
、
同
号
イ
及
び
ロ
を
削
り
、
同
項
第
三
号
及
び
第
四
号
を
削
り
、
同
項
を
同
条

第
八
項
と
し
、
同
条
第
十
一
項
中
「
調
整
対
象
前
年
」
を
「
調
整
対
象
年
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
九
項
と
し
、

同
項
の
次
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

10

法
第
十
条
の
五
の
四
第
三
項
第
五
号
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
も
の
は
、
個
人
の
国
内
雇
用
者
（
雇
用
保
険

法
第
六
十
条
の
二
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
一
般
被
保
険
者
に
該
当
す
る
者
に
限
る
も
の
と
し
、
高
年
齢
者
等

の
雇
用
の
安
定
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
六
十
八
号
）
第
九
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
継

続
雇
用
制
度
の
対
象
で
あ
る
者
と
し
て
財
務
省
令
で
定
め
る
者
を
除
く
。以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
う
ち
、

当
該
個
人
の
国
内
雇
用
者
と
し
て
適
用
年
及
び
当
該
適
用
年
の
前
年
に
お
い
て
事
業
を
営
ん
で
い
た
期
間
内
の
各

月
分
の
当
該
個
人
の
給
与
等
の
支
給
を
受
け
た
も
の
と
す
る
。

11

法
第
十
条
の
五
の
四
第
三
項
第
五
号
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
金
額
は
、
同
項
第
三
号
に
規
定
す
る
雇
用
者

給
与
等
支
給
額
の
う
ち
同
項
第
五
号
に
規
定
す
る
継
続
雇
用
者
（
次
項
に
お
い
て
「
継
続
雇
用
者
」
と
い
う
。）に

係
る
金
額
と
す
る
。

第
五
条
の
六
の
四
第
十
七
項
中
「
第
二
項
及
び
」
を
削
り
、「
第
十
一
項
ま
で
」
を「
第
九
項
ま
で
及
び
第
十
二
項
」

に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
十
一
項
と
し
、
同
条
第
十
六
項
の
次
に
次
の
四
項
を
加
え
る
。

17

法
第
十
条
の
五
の
四
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
個
人
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て

「
適
用
個
人
」
と
い
う
。）が
同
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
年
（
以
下
こ
の
項
に

お
い
て
「
適
用
年
」
と
い
う
。）の
前
々
年
の
一
月
一
日
（
同
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
個
人

で
当
該
適
用
年
の
前
年
又
は
前
々
年
に
お
い
て
事
業
を
開
始
し
た
も
の
に
あ
つ
て
は
当
該
事
業
を
開
始
し
た
日
と

し
、
同
条
第
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
同
項
に
規
定
す
る
中
小
事
業
者
に
あ
つ
て
は
当
該
適
用
年

の
前
年
の
一
月
一
日
（
当
該
適
用
年
の
前
年
に
お
い
て
事
業
を
開
始
し
た
当
該
中
小
事
業
者
に
あ
つ
て
は
、
当
該

事
業
を
開
始
し
た
日
）
と
す
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）か
ら
当
該
適
用
年
の
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の

間
に
承
継
事
業
を
相
続
に
よ
り
承
継
し
た
場
合
の
当
該
適
用
個
人
の
当
該
適
用
年
に
お
け
る
同
条
第
三
項
第
十
号

に
規
定
す
る
比
較
教
育
訓
練
費
の
額
（
同
条
第
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、
同
条
第
三

項
第
十
一
号
に
規
定
す
る
中
小
企
業
比
較
教
育
訓
練
費
の
額
）
の
計
算
に
お
け
る
当
該
適
用
個
人
の
適
用
年
前
二

年
以
内
の
各
年
分
の
事
業
所
得
の
金
額
の
計
算
上
必
要
経
費
に
算
入
さ
れ
る
同
項
第
九
号
に
規
定
す
る
教
育
訓
練

費
の
額
に
つ
い
て
は
、
当
該
適
用
個
人
の
当
該
適
用
年
の
前
々
年
の
一
月
一
日
か
ら
当
該
適
用
年
の
前
年
の
十
二

月
三
十
一
日
ま
で
の
間
を
第
八
項
各
号
に
規
定
す
る
調
整
対
象
年
と
、
当
該
適
用
個
人
の
各
年
分
の
事
業
所
得
の

金
額
の
計
算
上
必
要
経
費
に
算
入
さ
れ
る
同
条
第
三
項
第
九
号
に
規
定
す
る
教
育
訓
練
費
の
額
を
第
八
項
の
給
与

等
支
給
額
と
、
そ
れ
ぞ
れ
み
な
し
た
場
合
に
お
け
る
同
項
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

第
五
条
の
六
の
四
第
十
二
項
か
ら
第
十
六
項
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

12

法
第
十
条
の
五
の
四
第
三
項
第
六
号
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
金
額
は
、
同
号
の
個
人
の
適
用
年
の
前
年
に

係
る
給
与
等
支
給
額
の
う
ち
継
続
雇
用
者
に
係
る
金
額
（
当
該
個
人
が
当
該
適
用
年
の
前
年
に
お
い
て
事
業
を
開

始
し
た
場
合
に
は
、
当
該
適
用
年
の
前
年
に
係
る
給
与
等
支
給
額
の
う
ち
継
続
雇
用
者
に
係
る
金
額
に
十
二
を
乗

じ
て
こ
れ
を
当
該
適
用
年
の
前
年
に
お
い
て
事
業
を
営
ん
で
い
た
期
間
の
月
数
で
除
し
て
計
算
し
た
金
額
）
と
す

る
。

13

法
第
十
条
の
五
の
四
第
三
項
第
七
号
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
取
得
は
、代
物
弁
済
と
し
て
の
取
得
と
す
る
。

14

法
第
十
条
の
五
の
四
第
三
項
第
七
号
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
も
の
は
、
所
得
税
法
第
二
条
第
一
項
第
十
六

号
に
規
定
す
る
棚
卸
資
産
、
有
価
証
券
及
び
同
項
第
二
十
号
に
規
定
す
る
繰
延
資
産
以
外
の
資
産
の
う
ち
所
得
税

法
施
行
令
第
六
条
各
号
に
掲
げ
る
も
の
（
時
の
経
過
に
よ
り
そ
の
価
値
の
減
少
し
な
い
も
の
を
除
く
。）と
す
る
。

15

法
第
十
条
の
五
の
四
第
三
項
第
九
号
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
費
用
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分

に
応
じ
当
該
各
号
に
定
め
る
費
用
と
す
る
。

一

個
人
が
そ
の
国
内
雇
用
者
に
対
し
て
教
育
、
訓
練
、
研
修
、
講
習
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
（
以
下
第

三
号
ま
で
に
お
い
て
「
教
育
訓
練
等
」
と
い
う
。）を
自
ら
行
う
場
合

次
に
掲
げ
る
費
用

イ

当
該
教
育
訓
練
等
の
た
め
に
講
師
又
は
指
導
者
（
当
該
個
人
の
使
用
人
で
あ
る
者
を
除
く
。）に
対
し
て
支

払
う
報
酬
そ
の
他
の
財
務
省
令
で
定
め
る
費
用

ロ

当
該
教
育
訓
練
等
の
た
め
に
施
設
、
設
備
そ
の
他
の
資
産
を
賃
借
す
る
場
合
に
お
け
る
そ
の
賃
借
に
要
す

る
費
用
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
費
用

二

個
人
か
ら
委
託
を
受
け
た
他
の
者
（
当
該
個
人
が
非
居
住
者
で
あ
る
場
合
の
所
得
税
法
第
百
六
十
一
条
第
一

項
第
一
号
に
規
定
す
る
事
業
場
等
を
含
む
。
以
下
こ
の
号
及
び
次
号
に
お
い
て
同
じ
。）が
教
育
訓
練
等
を
行
う

場
合

当
該
教
育
訓
練
等
の
た
め
に
当
該
他
の
者
に
対
し
て
支
払
う
費
用

三

個
人
が
そ
の
国
内
雇
用
者
を
他
の
者
が
行
う
教
育
訓
練
等
に
参
加
さ
せ
る
場
合

当
該
他
の
者
に
対
し
て
支

払
う
授
業
料
そ
の
他
の
財
務
省
令
で
定
め
る
費
用

16

個
人
が
、
法
第
十
条
の
五
の
四
第
一
項
第
三
号
又
は
第
二
項
第
二
号
イ
に
掲
げ
る
要
件
を
満
た
す
も
の
と
し
て

同
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
年
分
の
確
定

申
告
書
に
前
項
各
号
に
定
め
る
費
用
の
明
細
を
記
載
し
た
書
類
と
し
て
財
務
省
令
で
定
め
る
書
類
を
添
付
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
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